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(57)【要約】
【課題】複数の投影装置の投影像を重複させて１つの画
像を投影する際に、重複領域を目立ちにくくする。
【解決手段】投影された際に投影像が重複する重複領域
に対応する領域について、予め定められた輝度調整係数
に従って部分画像に輝度調整処理を適用する。また輝度
調整処理が適用された部分画像に対してエッジ強調処理
を適用する。そして画像処理装置は、投影された場合に
投影像が重複しない非重複領域に対応する部分画像の領
域において上限輝度値を超える画素の輝度値を該上限輝
度値に変更する。また部分画像の重複領域に対応する領
域において、輝度調整係数に応じて決定される上限輝度
値よりも小さい重複用上限輝度値を超える画素の輝度値
を該重複用上限輝度値に変更する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の投影装置により投影像を重複させて投影される被投影画像について、各投影装置
により投影される部分画像を調整する画像処理装置であって、
　前記部分画像を取得する取得手段であって、該部分画像は少なくとも他の投影装置によ
り投影される部分画像と、投影された際に投影像が重複する重複領域に対応する領域を有
する取得手段と、
　前記取得手段により取得された前記部分画像の重複領域に対応する領域について、予め
定められた輝度調整係数に従って輝度調整処理を適用する輝度調整手段と、
　前記輝度調整手段により輝度調整処理が適用された前記部分画像に対してエッジ強調処
理を適用するエッジ強調手段と、を有し、
　前記エッジ強調手段は、前記エッジ強調処理の適用後、
　　投影された場合に投影像が重複しない非重複領域に対応する前記部分画像の領域にお
いて上限輝度値を超える画素の輝度値を該上限輝度値に変更し、
　　前記部分画像の重複領域に対応する領域において、前記輝度調整係数に応じて決定さ
れる前記上限輝度値よりも小さい重複用上限輝度値を超える画素の輝度値を該重複用上限
輝度値に変更する
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記輝度調整係数は、前記重複領域に対応する領域における画素位置に応じて決定され
ることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記重複用上限輝度値は、前記重複領域において投影像が重なる部分画像の各々につい
て設定され、変更後の前記重複領域に対応する領域の各画素における前記投影像が重なる
部分画像の輝度値の合計値が前記上限輝度値を超えないことを特徴とする請求項１または
２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記重複用上限輝度値は、前記上限輝度値に前記輝度調整係数を乗じた値であることを
特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記輝度調整手段により輝度調整処理が適用された前記部分画像に対して台形補正処理
を適用する台形補正手段と、
　前記台形補正手段により台形補正処理が適用された前記部分画像に対して平滑化処理を
適用する平滑化手段と、をさらに有し、
　前記エッジ強調手段は、前記平滑化手段により平滑化処理が適用された前記部分画像に
対してエッジ強調処理を適用する
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の画像処理装置を有することを特徴とする投影装
置。
【請求項７】
　複数の投影装置により投影像を重複させて投影される被投影画像について、各投影装置
により投影される部分画像を調整する画像処理装置の制御方法であって、
　前記画像処理装置の取得手段が、前記部分画像を取得する取得工程であって、該部分画
像は少なくとも他の投影装置により投影される部分画像と、投影された際に投影像が重複
する重複領域に対応する領域を有する取得工程と、
　前記画像処理装置の輝度調整手段が、前記取得工程において取得された前記部分画像の
重複領域に対応する領域について、予め定められた輝度調整係数に従って輝度調整処理を
適用する輝度調整工程と、
　前記画像処理装置のエッジ強調手段が、前記輝度調整工程において輝度調整処理が適用
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された前記部分画像に対してエッジ強調処理を適用するエッジ強調工程と、を有し、
　前記エッジ強調手段は前記エッジ強調工程において、前記エッジ強調処理の適用後、
　　投影された場合に投影像が重複しない非重複領域に対応する前記部分画像の領域にお
いて上限輝度値を超える画素の輝度値を該上限輝度値に変更し、
　　前記部分画像の重複領域に対応する領域において、前記輝度調整係数に応じて決定さ
れる前記上限輝度値よりも小さい重複用上限輝度値を超える画素の輝度値を該重複用上限
輝度値に変更する
ことを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項８】
　コンピュータを、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の画像処理装置の各手段として
機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置、投影装置、制御方法、及びプログラムに関し、特に複数の投
影装置を用いて１つの画像を投影する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルカメラ等に用いられる撮像素子の多画素化に応じて、ユーザが使用可能
な画像も多画素化している。このような画素数の多い画像を、高い解像感を維持して投影
するためには、液晶プロジェクタ等の投影装置の像形成素子が多画素であることが必要と
なる。しかし多画素の像形成素子を有する投影装置は高価であるため、従来、１つの画像
を分割し、分割した画像を複数の投影装置を用いて１つの画像として投影する方法が用い
られることもあった。
【０００３】
　特許文献１には、複数の投影装置の各々が投影する投影像において像が重なる重複領域
を設け、該重複領域に相当する各投影像の領域の輝度調整を行うことで非重複領域との輝
度差を目立ちにくくする技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４５７４８１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一方、投影装置において画像（被投影画像）を投影する際には、被投影画像に対して輝
度調整以外の様々な画像処理が適用されることがある。例えば、投影面であるスクリーン
と投影装置との位置関係により、スクリーンにおける投影像に台形状の歪みが生じる場合
、被投影画像に対しては台形補正処理等が適用される。このような被投影画像の変形が伴
う場合、特許文献１のような輝度調整を適用する、投影像の重ね合わせが行われる領域の
形状も変形して処理が複雑化するため、通常は輝度調整処理はその他の画像処理に先立っ
て行われることが好ましい。
【０００６】
　また、被投影画像の変形が行われる場合、画素補間処理等が伴うため、所謂モアレのよ
うな輝度の周期ムラが発生することがある。このような輝度ムラが発生する場合、被投影
画像には輝度ムラを低減するためのローパスフィルタ処理が適用された後、解像感を向上
させるためのエッジ強調処理が適用される。エッジ強調処理では、検出したエッジ付近に
おいて、高階調の画素の輝度値は上昇させ（オーバーシュート）、低階調の画素の輝度値
は下降させる（アンダーシュート）処理が行われる。
【０００７】
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　しかしながら、輝度調整処理の適用後にエッジ強調処理が行われる場合、以下のような
問題があった。例えば図７のように画像の水平方向において低輝度領域７０６と高輝度領
域７０７の切り替わりが生じるエッジを有する画像を、垂直方向に投影像７０１及び７０
２を並べて１つの画像を投影する場合について考える。投影像の重ね合わせが生じない非
重複領域７０４及び７０５における、Ａ－Ａ’で規定される画素列の輝度変化は、図８（
ａ）のようにエッジ部分を境界として２つの値で変化するものとする。このときエッジ強
調処理が適用されると、エッジ付近の輝度は図８（ｂ）に示されるように高輝度側はオー
バーシュートにより引き上げられる。通常、画像処理部において扱われる輝度値には上限
値（上限輝度値）が設定されている。このため、エッジ強調処理のオーバーシュートにお
いて輝度値が上限輝度値を超えた画素については、輝度値は上限輝度値に置換される。
【０００８】
　一方、特許文献１のように複数の投影像が重なった場合に１枚の画像に対応する輝度値
となるような輝度調整が行われる場合は、エッジ強調処理前の輝度値が低いため、オーバ
ーシュートによる輝度値の置換は生じない。例えば図７においてＢ－Ｂ’で規定される画
素列、つまり投影像の重ね合わせが生じる重複領域７０３では、各被投影画像には重ね合
わせを考慮して図９（ａ）のように輝度値が低減される調整が行われる。このときエッジ
強調処理が適用されると、エッジ付近の輝度は図９（ｂ）に示されるように高輝度側がオ
ーバーシュートにより引き上げられるが、輝度調整により輝度が低減されているため、上
限輝度値に到達することはない。
【０００９】
　しかしながら、このようにオーバーシュートが生じた画像を投影して重ね合わせた場合
、重複領域における投影像は、図９（ｃ）のような輝度値を合算した値に対応する明るさ
となる。即ち、複数の投影装置により１つの画像の投影が行われた場合、投影像の重複領
域において輝度値がオーバシュートした画素が重ね合わせられた際に、画像処理部におい
て扱われる上限輝度値に対応する明るさよりも像が明るくなることがあった。つまり、重
複領域と非重複領域とで明るさが異なり、所謂処理段差が目立つことがあった。
【００１０】
　本発明は、上述の問題点に鑑みてなされたものであり、複数の投影装置の投影像を重複
させて１つの画像を投影する際に、重複領域を目立ちにくくする画像処理装置、投影装置
、制御方法、及びプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前述の目的を達成するために、本発明の画像処理装置は、以下の構成を備える。
　複数の投影装置により投影像を重複させて投影される被投影画像について、各投影装置
により投影される部分画像を調整する画像処理装置であって、部分画像を取得する取得手
段であって、該部分画像は少なくとも他の投影装置により投影される部分画像と、投影さ
れた際に投影像が重複する重複領域に対応する領域を有する取得手段と、取得手段により
取得された部分画像の重複領域に対応する領域について、予め定められた輝度調整係数に
従って輝度調整処理を適用する輝度調整手段と、輝度調整手段により輝度調整処理が適用
された部分画像に対してエッジ強調処理を適用するエッジ強調手段と、を有し、エッジ強
調手段は、エッジ強調処理の適用後、投影された場合に投影像が重複しない非重複領域に
対応する部分領域の領域において上限輝度値を超える画素の輝度値を該上限輝度値に変更
し、部分画像の重複領域に対応する領域において、輝度調整係数に応じて決定される上限
輝度値よりも小さい重複用上限輝度値を超える画素の輝度値を該重複用上限輝度値に変更
することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　このような構成により本発明によれば、複数の投影装置の投影像を重複させて１つの画
像を投影する際に、重複領域を目立ちにくくすることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
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【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係る液晶プロジェクタ１００の機能構成を示したブロック図
【図２】本発明の実施形態に係る画像処理部１０５の内部構成を示したブロック図
【図３】本発明の実施形態に係る輝度調整部２０１で適用される輝度調整係数を説明する
ための図
【図４】本発明の実施形態に係る液晶プロジェクタ１００で実行される投影処理を例示し
たフローチャート
【図５】本発明の実施形態に係る液晶プロジェクタ１００で実行される輝度値変更処理を
例示したフローチャート
【図６】本発明の実施形態に係る階調制限部２０５で行われる重複領域における輝度値の
変更を説明するための図
【図７】複数の投影装置により投影される被投影画像を例示した図
【図８】エッジ強調処理が実行された場合の、非重複領域における輝度値の変更を説明す
るための図
【図９】エッジ強調処理が実行された場合の、重複領域において発生する処理段差を説明
するための図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　［実施形態］
　以下、本発明の例示的な実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、以
下に説明する一実施形態は、画像処理装置の一例としての、被投影画像に対してエッジ強
調処理を適用可能な液晶プロジェクタに、本発明を適用した例を説明する。しかし、本発
明は、輝度調整が適用された被投影画像に対してエッジ強調処理を適用することが可能な
任意の機器に適用可能である。
【００１５】
　また本明細書において、「被投影画像」とは、複数の液晶プロジェクタを用いて投影さ
れる一群の投影像に対応する画像を指すものとする。また、各液晶プロジェクタが投影す
る画像は、該被投影画像の「部分画像」として区別して以下説明する。
【００１６】
　《液晶プロジェクタ１００の構成》
　図１は、本発明の実施形態に係る液晶プロジェクタ１００の機能構成を示すブロック図
である。
【００１７】
　ＣＰＵ１０１は、液晶プロジェクタ１００が有する各ブロックの動作を制御する。具体
的にはＣＰＵ１０１は、ＲＯＭ１０２に記憶されている各ブロックの動作プログラムを読
み出し、ＲＡＭ１０３に展開して実行することにより各ブロックの動作を制御する。
【００１８】
　ＲＯＭ１０２は、例えば書き換え可能な不揮発性メモリである。ＲＯＭ１０２は、液晶
プロジェクタ１００が有する各ブロックの動作プログラムに加え、各ブロックの動作にお
いて必要なパラメータ等の情報を格納する。またＲＡＭ１０３は、揮発性メモリである。
ＲＡＭ１０３は、各ブロックの動作プログラムの展開領域としてだけでなく、各ブロック
の動作において出力された中間データ等を記憶する格納領域としても用いられる。
【００１９】
　画像取得部１０４は、液晶プロジェクタ１００が有する被投影画像の入力を受け付ける
入力インタフェースである。本実施形態では画像取得部１０４は、被投影画像の部分画像
が提供される。部分画像は、他の液晶プロジェクタ１００において投影される部分画像と
重複する領域（重複領域）を有するものとする。画像取得部１０４のインタフェースは、
例えば、コンポジット端子、Ｓ映像端子、Ｄ端子、コンポーネント端子、アナログＲＧＢ
端子、ＤＶＩ－Ｉ端子、ＤＶＩ－Ｄ端子、ＨＤＭＩ（登録商標）端子等を有してよい。な
お、画像取得部１０４にアナログ映像信号が入力された場合には、画像取得部１０４は入
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力されたアナログ映像信号をデジタル映像信号に変換するものとする。
【００２０】
　画像処理部１０５は、液晶プロジェクタ１００に入力された部分画像に対して種々の画
像処理を適用する。
【００２１】
　ここで、画像処理部１０５で行われる画像処理について、図２を参照して詳述する。
【００２２】
　　〈画像処理部１０５の内部構成〉
　図２は、画像処理部１０５で行われる画像処理の各々をブロック化して示している。各
ブロックはそれぞれ別々のハードウェア回路として設けられてもよいし、全てあるいは一
部のブロックが１つのハードウェア回路として設けられるものであってもよい。また各処
理は対応する画像処理プログラムとして実現されてもよい。
【００２３】
　ＣＰＵ１０１により部分画像が画像処理部１０５に入力されると、まず入力された部分
画像は輝度調整部２０１において輝度調整処理が適用される。本実施形態では輝度調整部
２０１で行われる輝度調整処理は、説明を簡単にするため、他の液晶プロジェクタ１００
の投影像と重ね合わせが行われる重複領域に対して適用されるものとする。つまり、輝度
調整処理は、他の液晶プロジェクタ１００の投影像と重ね合わせられた際に、重複領域と
重ね合わせのない非重複領域とで輝度差を目立ちにくくする、所謂エッジブレンドに係る
画像処理である。
【００２４】
　エッジブレンドに係る輝度調整係数は、例えば図７においてＣ－Ｃ’で規定される方向
における位置に応じて決定されてよい。本実施形態における輝度調整係数は、図３に示さ
れるように各部分画像端にあたる重複領域の一端で０となり、重複領域の他端で１となる
ようなＳ字曲線状の関数で規定されるものとして説明する。しかしながら、輝度調整係数
の規定方法はこれに限られるものでなく、重複領域において投影像が重複する各部分画像
について、同一画素位置において乗じられる輝度調整係数の合計値が１あるいは１とみな
せる値になるように設定されていれば、どのような値であってもよい。
【００２５】
　なお、重複領域の情報は、例えば予め液晶プロジェクタ１００において設定されていて
もよいし、入力された部分画像に含められていてもよい。また、被投影画像を投影する複
数の液晶プロジェクタ１００間の通信により、例えば投影像の重なり状況を参照して決定
される情報であってもよい。輝度調整部２０１は、重複領域の情報を参照し、部分画像に
輝度調整処理を適用するものとする。
【００２６】
　輝度調整部２０１において輝度調整処理が適用された後、必要であれば台形補正部２０
２において台形補正処理（キーストン補正処理）が部分画像に適用される。台形補正処理
は、投影面である不図示のスクリーンにおける投影像に台形状の歪みが生じる場合に、投
影像が矩形状となるように適用されるものである。台形状の歪みが生じているか否かは、
例えば不図示の撮像部によって検出され、台形補正部２０２は歪みの状態に応じた台形補
正処理を適用する。
【００２７】
　ローパスフィルタ（ＬＰＦ）２０３は、入力された画像の低周波数成分のみを通過させ
る、平滑化フィルタである。本実施形態ではＬＰＦ２０３は、台形補正部２０２において
台形補正処理が行われた際に部分画像に画素補間処理が行われるため、該処理によって生
じた高周波成分を平滑化するために用いられるものとする。
【００２８】
　エッジ強調部２０４は、ＬＰＦ２０３において平滑化がなされた部分画像に対してエッ
ジ強調処理を適用する。エッジ強調処理は、まず部分画像の輝度画像からエッジを抽出し
、該エッジ付近において高輝度成分はオーバーシュート、低輝度成分はアンダーシュート
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させる処理を適用する。
【００２９】
　階調制限部２０５は、エッジ強調処理が適用された部分画像に対して、制限条件に従っ
て輝度値の調整を行う。具体的には階調制限部２０５は、部分画像の画素のうち、非重複
領域に対応する領域の画素については、エッジ強調処理のオーバシュートによって輝度値
が上限輝度値を超えた場合には画素値を上限輝度値に変更する。また部分画像の画素のう
ち、重複領域に対応する領域の画素については、エッジ強調処理のオーバシュートによっ
て輝度値が特定の制限条件を満たす場合に、輝度値の調整を行う。なお、特定の制限条件
については、後述の投影処理において詳述する。
【００３０】
　このように、本実施形態の画像処理部１０５には５つの画像処理を行うブロックが含ま
れるものとして説明するが、本発明の実施はこれに限られないことは容易に理解されよう
。例えば画像処理部１０５は、入力された部分画像についてフレーム数、画素数、画像形
状等を変更する、フレーム間引き処理、フレーム補間処理、解像度変換処理等を行っても
よい。
【００３１】
　本実施形態の液晶プロジェクタ１００は、投影する画像を形成するＲ成分、Ｇ成分、及
びＢ成分用の３種類の液晶素子１０８ａ、ｂ、及びｃを有する。液晶素子１０８の各画素
は、投影する画像の各成分の画素値に基づいて、素子を通過する光量が液晶制御部１０７
によって制御される。具体的には液晶制御部１０７は、各画素の液晶素子に印加する電圧
を制御することで光の透過量を調整し、液晶素子１０８を通過した光で投影する画像に対
応した投影像を形成する。
【００３２】
　各液晶素子１０８に入射する光束は、光源１１０により放射される。光源１１０は、例
えば白色ＬＥＤ、ハロゲンランプ、キセノンランプ、高圧水銀ランプ等であってよく、光
源制御部１１１により光量制御が行われる。光源１１０により放射された光束は、例えば
ダイクロイックミラーやプリズム等の色分離部１０６に入射することで、ＲＧＢ各成分の
光束に分離されて対応する液晶素子１０８に到達する。なお、本実施形態では光源１１０
は白色光を放射するものとして説明するが、光源１１０として各色成分に対応するＬＥＤ
光源が設けられる場合は、色分離部１０６が不要であることは言うまでもない。
【００３３】
　液晶素子１０８を透過した光束は、色合成部１０９に入射し、投影する画像に対応する
、各色成分の光束が合わさった光束として投影光学系１１２に到達する。色合成部１０９
は、色分離部１０６と同様にダイクロイックミラーやプリズムであってよい。
【００３４】
　投影光学系１１２は、１以上のレンズ等で構成される。投影光学系１１２は、光学系制
御部１１３による駆動制御によってレンズ位置が変更されることで、入射した光束を投影
面に結像するように動作する。なお、光学系制御部１１３による制御は、焦点調整に限ら
ず、投影像の拡大あるいは縮小を行うためのものであってもよい。
【００３５】
　操作入力部１１４は、例えばメニュースイッチやタッチパネル等の液晶プロジェクタ１
００が有するユーザインタフェースである。操作入力部１１４は、ユーザによりなされた
操作入力を検出すると、操作入力に対応する制御信号をＣＰＵ１０１に伝送する。なお、
操作入力部１１４は、リモートコントローラ等の外部装置から受信した無線信号を検出す
るものであってもよい。
【００３６】
　《投影処理》
　このような構成をもつ本実施形態の液晶プロジェクタ１００の投影処理について、図４
のフローチャートを用いて具体的な処理を説明する。該フローチャートに対応する処理は
、ＣＰＵ１０１が、例えばＲＯＭ１０２に記憶されている対応する処理プログラムを読み
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出し、ＲＡＭ１０３に展開して実行することにより実現することができる。なお、本投影
処理は、例えば被投影画像に係る部分画像が入力された際に開始され、画像が入力される
度に実行されるものとして説明する。
【００３７】
　Ｓ４０１で、ＣＰＵ１０１は、投影対象の部分画像を画像処理部１０５に入力し、部分
画像の重複領域に対応する領域に対して、輝度調整係数に従った輝度調整部２０１に輝度
調整処理を適用させる。
【００３８】
　Ｓ４０２で、ＣＰＵ１０１は、輝度調整処理の適用後、部分画像に対して台形補正部２
０２に台形補正処理を適用させる。
【００３９】
　Ｓ４０３で、ＣＰＵ１０１は、台形補正処理が適用された部分画像に対してＬＰＦ２０
３に平滑化処理を適用させる。
【００４０】
　Ｓ４０４で、ＣＰＵ１０１は、平滑化処理が適用された部分画像に対してエッジ強調部
２０４にエッジ強調処理を適用させる。
【００４１】
　Ｓ４０５で、ＣＰＵ１０１は、エッジ強調処理が適用された部分画像に対して階調制限
部２０５に輝度値変更処理を適用させる。
【００４２】
　　〈輝度値変更処理〉
　ここで、輝度値変更処理について図５のフローチャートを用いて詳細を説明する。
【００４３】
　Ｓ５０１で、階調制限部２０５は、エッジ強調処理が適用された部分画像の画素につい
て判定対象の画素（判定対象画素）を選択する。
【００４４】
　Ｓ５０２で、階調制限部２０５は、判定対象画素が重複領域の画素であるか、非重複領
域の画素であるか否かを判断する。階調制限部２０５は、判定対象画素が重複領域の画素
であると判断した場合は処理をＳ５０３に移し、非重複領域の画素であると判断した場合
は処理をＳ５０５に移す。
【００４５】
　Ｓ５０３で、階調制限部２０５は、判定対象画素の輝度値が、該画素に適用された輝度
調整係数に上限輝度値を乗じた値（重複用上限輝度値）を超えるか否かを判断する。本実
施形態では、画像処理部１０５において取り扱うことができる最大の輝度値を上限輝度値
として用いるものとするが、本発明の実施はこれに限られるものではない。上限輝度値と
して設定される値は、投影像について設定された値であってもよく、処理場の最大輝度値
よりも低い値であってもよい。階調制限部２０５は、判定対象画素の輝度値が重複用上限
輝度値を超えると判断した場合は処理をＳ５０４に移し、超えないと判断した場合は処理
をＳ５０７に移す。
【００４６】
　Ｓ５０４で、階調制限部２０５は、判定対象画素の輝度値を重複用上限輝度値に変更す
る。即ち、投影面において投影像が重ね合わせられた際に判定対象画素に対応する画素が
上限輝度値に対応する明るさ以下となるようにする。このため本実施形態の液晶プロジェ
クタ１００では、各投影像の輝度調整係数に応じて、即ち該画素の明るさへの投影像の貢
献度に応じて重複用上限輝度値を設定して輝度値の調整を行うことで、非重複領域と同様
の明るさ範囲に収まるように投影像を調整することができる。
【００４７】
　つまり、図７の２つの投影像が重複する重複領域において、Ｂ－Ｂ’で規定される画素
列について考えると、輝度値の変更は図６に示されるように行われる。例えばＢ－Ｂ’で
規定される画素位置において、上側の投影像７０１に対して適用される輝度調整係数が０
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ち、各投影像に対応する部分画像に設定される重複用上限輝度値は上限輝度値の半分とな
る。このとき、図６（ａ）及び（ｂ）に示されるように、エッジ調整後の各部分画像にお
いて、重複用上限輝度値を超える輝度値については該重複用上限輝度値に変更されること
になる。結果、変更後の投影像が重複したとしても、図６（ｃ）のように明るさが上限輝
度値に対応する明るさを超えないようにすることができる。
【００４８】
　一方、Ｓ５０２において判定対象画素が非重複領域の画素であると判断した場合、階調
制限部２０５はＳ５０５で、判定対象画素の輝度値が上限輝度値を超えるか否かを判断す
る。階調制限部２０５は、判定対象画素の輝度値が上限輝度値を超えると判断した場合は
処理をＳ５０６に移し、超えないと判断した場合は処理をＳ５０７に移す。
【００４９】
　Ｓ５０６で、階調制限部２０５は、判定対象画素の輝度値を上限輝度値に変更する。
【００５０】
　Ｓ５０７で、階調制限部２０５は、まだ判定を行っていない部分画像の画素が存在する
か否かを判断する。階調制限部２０５は、判定を行っていない画素が存在する場合は処理
をＳ５０１に戻し、存在しない場合は本輝度値変更処理を完了する。
【００５１】
　このように部分画像に対して輝度値変更処理を適用させた後、ＣＰＵ１０１はＳ４０６
で部分画像の投影を行い、本投影処理を完了する。具体的にはＣＰＵ１０１は、光学系制
御部１１３、液晶制御部１０７を制御し、投影面に画像処理後の部分画像に対応する投影
像を投影する。
【００５２】
　このようにすることで、被投影画像を複数の投影像によって投影する際に、投影像の重
ね合わせが行われる重複領域と非重複領域とで、エッジ強調処理による処理段差をなくし
、均一な明るさでエッジブレンドを行うことができる。
【００５３】
　なお、本実施形態では、液晶プロジェクタ１００のような投影装置において画像処理が
行われるものとして説明したが、上述したように本実施形態の実施は投影装置に限られる
ものではない。本発明の実施は、例えば複数の投影装置に投影させる、被投影画像の部分
画像を生成するＰＣ等の画像処理装置において実行されてもよいことは容易に想像されよ
う。
【００５４】
　以上説明したように、本実施形態の画像処理装置は、複数の投影装置の投影像を重複さ
せて１つの画像を投影する際に、重複領域を目立ちにくくすることができる。具体的には
画像処理装置は、投影された際に投影像が重複する重複領域に対応する領域について、予
め定められた輝度調整係数に従って部分画像に輝度調整処理を適用する。また輝度調整処
理が適用された部分画像に対してエッジ強調処理を適用する。そして画像処理装置は、投
影された場合に投影像が重複しない非重複領域に対応する部分画像の領域において上限輝
度値を超える画素の輝度値を該上限輝度値に変更する。また部分画像の重複領域に対応す
る領域において、輝度調整係数に応じて決定される上限輝度値よりも小さい重複用上限輝
度値を超える画素の輝度値を該重複用上限輝度値に変更する。
【００５５】
　［その他の実施形態］
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
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